
マダニに注意しましょう 
 平成２７年５月１９日、重症熱性血小板減少症候群（Severe Fever with 
Thrombocytopenia Syndrome：ＳＦＴＳ）の患者が県内で初めて確認されました。 
 

 ＳＦＴＳの主な感染原因は、ウイルスを保有しているマダニに咬まれることにより感染
するとされています。（すべてのマダニがこのウイルスを持っているわけではありません。
また、このほかにも、マダニが媒介する感染症には、日本紅斑熱やライム病が知られ
ています。） 
 

 マダニは春から秋にかけて活動が活発になりますので、以下のことを参考に、感染を
予防しましょう。（これらの予防方法はツツガムシにより感染するつつが虫病の予防に
も有効です。） 
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詳細な情報は県ホームページをご覧ください。 


